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電力システム改革の考え方

 小売部門については自由化し、競争を通じたコスト
の抑制、サービスの多様化を図るとともに、需要家
の選択肢を確保。

 発電部門については、自由化の一方、供給力・調整
力を確保する観点から、投資額が巨額で回収期間
が長期、在庫が持てないと言った電気事業の特性
を踏まえ、予見性の向上が必要。

 送配電部門は、すべての事業者が共同利用すると
いう特性上、総括原価が残るが、公的関与の下、発
電・小売部門とは分離して中立化しつつ、広域的な
連携等を促進。
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システム改革の検証
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電力システム改革検証の内容
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同時市場の背景
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同時市場
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• 同時市場：安定供給のための電源起動とメリットオーダーの追求の観点から、週間断面での電
源起動の仕組みを設けると共に、kWhとΔkWを同時に約定させる仕組み（同時市場）を設ける。

• 発電事業者は「1.起動費」「2.最低出力費用」「3.限界費用カーブ」の3つの情報を登録する。
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